
京都府議会基本条例の検証に係る結果報告書の骨子

－政策調整会議報告－（令和７年３月）

１ 検証の経過

石田議長から議会運営委員会に対し議会改革に関する諮問が行われ、「多様な主体から

の知見を取り入れる仕組みづくりなど、議会の政策提案機能や監視機能等を強化し、その

役割を発揮するための取組の検討」の一環として、京都府議会基本条例に基づく議会運営

等の検証を実施することとなり、令和６年５月24日に理事調整会議から政策調整会議に対

し、検証の要請が行われた。

この要請を受け、政策調整会議において計11回の協議が行われ、検証結果を取りまとめ

た。

◆政策調整会議の概要

１）座   長  家元  優【自民】

  委 員 宮下 友紀子【自民】

        北川 剛司※１/畑本 義允※２【維国】

        成宮 真理子【共産】

        小原  舞【府民】

        山口   勝【公明】

２）開 催 状 況 計11回（令和６年６月17日～令和７年３月13日）

２ 検証結果等

(1) 検証方法

議会基本条例の各規定に定められた府議会の責務や運営等の原則に照らし、府議会の

活動を評価し、平成30年度に行われた前回検証からの改善状況等を検証するため、前回

評価対象とした15条・23項目について、令和元年度から令和６年度にかけての具体的な

活動実態に基づき、５段階評価を行うとともに、条文改正の必要性の有無を検討した。

【５段階評価基準】

「４」「５」・・十分にできている。（「５」は「達成度」が特に高い場合に選択）

「３」・・・・概ねできている。

「２」・・・・不十分であり、努力が必要

「１」・・・・できていない。

※１ 令和６年９月12日退任
※２ 令和６年９月12日選任



(2) 検証結果

前回評価では６件あった「２：不十分であり、努力が必要」との評価が２件に減少し、

ほとんどの項目について「４：十分にできている。」又は「３：概ねできている。」の評

価となった。

ただし、評価が「４」又は「３」と評価された項目であっても課題を指摘する意見が

あり、更なる成果を得られるよう、府議会や個々の議員が不断の努力を続けなければな

らないと考える。

なお、今回の検証により、条文の改正が必要とされた項目はなかった。

＜評価別件数＞

令和６年度 平成 30年度

評価５ ０件 ０件

評価４ ５件 ５件

評価３ 16 件 12 件

評価２ ２件 ６件

評価１ ０件 ０件

＜評価結果一覧＞

※上記以外の条項については、理念的規定である等の規定の性質から評価になじまないとしている。


